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　人ロの動き
一11月1日現在一
男4，241（一8）
女4，318（±0）
計8，559（一8）
世帯数2，266（一3）

　（）は前月比較

しみながら防火に関心
　　『消防ひろば』を開設

楽
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平
成
9
年
9
月
30
日
現
在
の
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
町
の
財
政
状
況
を
、
皆
さ
ん
か
ら
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
五
月

と
十
一
月
に
財
政
事
情
の
公
表
を
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
九
年
度
上
半

期
の
予
算
執
行
状
況
や
基
金
（
預
金
）
、

町
債
（
借
金
）
の
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

る
た
め
、
昨
年
の
半
分
以
下
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
会
計
の
歳
入
は
、
工

事
費
の
財
源
と
な
る
補
助
金
や
町
債
が

下
半
期
に
収
入
さ
れ
る
た
め
、
小
さ
な

執
行
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
債
の
状
況

基
金
の
状
況

予
算
の
執
行
状
況

　
合
計
額
を
前
年
九
月
末
現
在
と
比
べ

る
と
、
四
億
七
千
九
百
八
十
七
万
円
、

十
九
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
財
政
調
整
基
金
と

克
雪
住
宅
資
金
貸
付
基
金
が
大
幅
に
増

え
た
た
め
で
す
。

　
合
計
額
を
前
年
九
月
末
現
在
と
比
べ

る
と
、
一
般
会
計
及
び
下
水
道
事
業
特

別
会
計
が
大
き
く
伸
び
た
た
め
、
十
三

億
二
千
六
百
五
十
六
万
円
、
十
八
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
に
は
、
一
般
会
計
と
事
業
に
応
じ

た
六
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
平
成
九
年
度
上
半
期
に
お
け

る
予
算
の
執
行
状
況
は
、
次
の
図
表
の

と
お
り
で
す
。

　
一
般
会
計
の
収
入
済
額
は
二
十
六
億

五
千
八
百
九
十
六
万
九
千
円
で
、
予
算

対
比
四
十
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
執
行

率
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
よ
り
も
二
・

八
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
支
出
済
額
は
十
七
億
五
千
二
百
十
六

万
六
千
円
で
、
執
行
率
三
十
二
・
七
パ

ー
セ
ン
ト
、
前
年
比
で
は
三
・
六
ポ
イ

ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
六
つ
の
特
別
会
計
の
中
で
、
農
村
集

落
排
水
事
業
の
予
算
規
模
が
大
き
く
、

引
き
続
き
巨
費
を
投
じ
て
の
工
事
を
行

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
逆
に
、

下
水
道
事
業
の
予
算
は
、
千
手
地
区
の

下
水
道
整
備
が
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い

計
画
的
に
財
政
運
営

　
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
と
は
な
っ
て

い
る
も
の
の
、
今
後
も
限
ら
れ
た
予
算

を
計
画
的
、
効
率
的
に
執
行
す
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

予算の執行状況

60億円5040302010

5，358，422千円

49．6％

％

予　算　現額

2，658，969千円

1，752，166千円　32．7

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

　
町
誕
生
四
十
周
年
を
記
念
し
て
実
施

さ
れ
た
か
わ
に
し
自
満
祭
も
、
本
年
は

第
二
回
を
迎
え
、
改
築
な
っ
た
総
合
体

育
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日

こ
そ
雨
に
た
た
ら
れ
ま
し
た
が
、
二
、

三
日
は
小
春
日
和
に
恵
ま
れ
、
皆
様
の

足
ど
り
も
軽
く
、
各
会
場
と
も
盛
況
の

ヤ
つ
ち裡
に
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
か
わ
に
し
自
満
祭
は
、
役
場
、
農
協

及
び
商
工
会
で
実
行
委
員
会
を
編
成
し
、

協
力
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
三
者
の

総
合
力
を
結
集
し
て
、
町
民
の
皆
様
一

人
ひ
と
り
が
自
慢
で
き
、
満
足
で
き
る

よ
う
な
町
一
円
の
お
祭
り
を
し
た
い
と

し
て
、
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
一
日
は
、
本
年
の
豊
作
に
感
謝
し
、

各
部
門
に
優
れ
た
成
績
を
収
め
ら
れ
た

個
人
、
団
体
を
表
彰
す
る
農
業
感
謝
祭

を
始
め
、
中
学
校
の
ピ
ア
ノ
開
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
牧
千
恵
子
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
と
立
原
摂
子
さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

で
の
即
興
曲
「
心
や
さ
し
く
、
豊
か
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を屋台村の休憩所でひととき

楽しむ皆さん

の
ど
か
な
川
西
町
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
川
西
町
」
は
、

特
に
聴
衆
が
魅
了
さ
れ
、
素
晴
し
い
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　
文
化
祭
の
各
種
展
示
は
、
記
録
的
な

出
品
数
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
技

術
的
に
は
高
水
準
の
作
品
の
数
々
に
、

生
涯
学
習
に
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
様
の

ご
精
進
に
思
い
を
新
ら
た
に
致
し
ま
し

た
。
　
恒
例
の
屋
台
村
は
、
二
日
の
快
晴
で

売
上
げ
回
復
と
の
こ
と
、
ご
苦
労
様
で

し
た
。
ビ
デ
オ
上
映
は
、
わ
が
町
の
諸

行
事
や
風
景
を
画
面
で
見
れ
る
面
臼
さ

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
民
謡
と
お
ど
り
の
祭
典
に
は
、
四
十

五
演
目
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
で
、
出
演
、
聴

衆
、
応
援
者
そ
れ
ぞ
れ
十
分
堪
能
さ
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
最
終
日
の
夢
き
ゃ
ら
ば
ん
公
演
は
、

脚
本
か
ら
出
演
者
ま
で
町
内
の
素
人
集

団
で
し
た
が
、
上
野
小
三
年
生
有
志
の

参
加
が
あ
り
、
幅
広
い
仲
間
づ
く
り
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
入
場
無
料
の
昨
年
を

上
回
わ
る
お
客
様
の
温
い
ご
声
援
を
頂

き
ま
し
た
。
若
者
と
主
婦
の
連
携
が
、

町
に
新
し
い
活
力
の
胎
動
を
感
じ
ま
し

た
。
　
町
全
体
の
お
祭
り
と
し
て
、
雪
ま
つ

り
に
次
ぐ
自
満
祭
も
、
今
後
と
も
一
層

盛
況
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
て
い
ま

す
。

9．11．10②



10億円5

512、191千円

204，541千円39．9％

176，393千円34．4％

国
民
健
康
保

険
特
別
会
計

262，908千円

65，931千円25．1％

ll8，621千円45．1％

翻　収入済額　執行割合
支出済額
執行割合

予算額
凡
　
例

16，100千円

7，730千円48．0％

6，293千円39．1％

基金（預金）の状況

　　　　　　　（単位：千円）

，
保
険
診
療
所

特
別
会
計

15億円105

特

965，553千円

92，693千円　9．6％

172，036千円17．8％

特排農
裂輩雛iliili

計業落1，・、

別

特事簡

別　易

会　水

計業道

会
計

町債（借金）の状況

　　　　　　　（単位：千円）

区　　　　　　分 9年9月末現在高

一
　
般
　
会
　
計

土地開発基金 147，544

財政調整基金 965，195

減　　債　　基　　金 148，598

藤巻褒賞基金 2，391

豪雪対策基金 97，313

克雪住宅資金貸付基金 250，000

文化会館建設基金 476，570

まちおこし基金 408，329

地域福祉基金 173，889

ふるさと・水と土保全基金 39，000

スキー場建設基金 10，162

国民年金印紙購買基金 16，561

鑛 国民健康保険給付準備基金 188，054

鯨 まちおこし基金（居住環境資金） 23，000

合　　　　　　計 2，946，606

572，033千円

52，775千円　9．2％

134，572千円23．5％

下
水
道
事
業

特
別
会
計

954，367千円

389，780千円40．8％

418，584千円43．9％

老
人
保
健

特
別
会
計

区　　　　分 9年9月末現在高

一　　般　　会　　計 4，969，250

国民健康保険診療所特別会計 385，683

簡易水道事業特別会計 64，962

農村集落排水事業特別会計 1，291，843

下水道事業特別会計 1，881，787

合　　　　計 8，593，525

早期完成を目指し、急ピッチで工事

が進む中子台地～節黒城跡連絡道
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『安全でおいしい水』お届けします

ぐごはんの前はよく手を洗
　います（千手保育園にて）

　
「
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
水
が
勢
い
よ
く

出
る
」
。
ど
こ
の
ご
家
庭
で
も
見
ら
れ

る
日
常
的
で
ご
く
普
通
の
風
景
。
で
も
、

水
道
水
を
お
届
け
す
る
ま
で
に
は
、
左

図
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
施
設
や
段
階

を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う

い
う
意
味
か
ら
い
え
ば
、
水
道
は
私
た

ち
の
暮
ら
し
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

共
有
の
財
産
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

水
は
、
お
子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
が
毎
日
使
う
も
の
で
す
。
ま
ず
安
全

性
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
で
は
、
毎
月
水
質
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

次
の
表
は
、
九
月
に
行
っ
た
水
質
検

区　　　　分 上　水　道 室島簡水 臼倉簡水
水　　　　　　　源 深井戸 湧水 湧水

浄　　水　　施　　設 千手浄水場 室島浄水場 臼倉浄水場

検　査　種　別 基準項目（46項目） 基準項目（46項目） 基準項目（46項目）

検　水　種　別 給水栓水 給水栓水 給水栓水

水　　　　　　　温 25．8℃ 22．8℃ 23．0℃

採水年　月　日 9月8日 9月8日 9月8日
採　　水　　場　　所 岩瀬地内 室島地内 小白倉地内

採水時残留塩素 0．2mgμ 0．2mgμ 0．1mgμ

査
の
う
ち
上
水
道
、
室
島
簡
易
水
道
、

臼
倉
簡
易
水
道
の
水
道
端
末
の
検
査
結

果
を
掲
載
し
た
も
の
で
す
。
検
査
項
目

は
四
十
六
あ
り
ま
す
が
い
ず
れ
も
水
質

基
準
に
適
合
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
安
心
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

断
水
を
伴
う
水
道
工
事

に
ご
理
解
を

下
水
道
工
事
や
道
路
工
事
に
伴
う
水

道
管
の
布
設
替
工
事
、
水
道
管
の
漏
水

な
ど
に
よ
る
修
理
工
事
な
ど
．
水
道
を

分類 検査項　目 水　質　基　準
検　　査　　結　　果

上　水　道 室島簡水 臼倉簡水

病原

生物

一般細菌 1謡中100以下 0 0 0
大腸菌群 検出されないこと 検出しない 検出しない 検出しない

無
機
物
質
重
金
属

カドミウム 0．01mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

水銀 0．0005mgμ以下 0．00005未満 0．00005未満， 0．00005未満

セレン 0．01mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

鉛 0．05㎎μ以下 0．001未満 0．001未満 0，003

ヒ素 0．01mgμ以下 0，003 0，002 0．001未満

六価クロム 0．05mgμ以下 0．005未満 0．005未満 0．005未満

シアン 0．01mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10mgμ以下 0．5 0．3 0．8

フツ素 0．8mgμ以下 0．09 0．08未満 0．08未満

一
般
有
機
化
学
物
質

四塩化炭素 0．002mgμ以下 0．0002未満 0．0002未満 0．0002未満

1，2ジクロロエタン 0．004mgμ以下 0．0004未満 0．0004未満 0．0004未満

1，1一ジクロロエチレン 0．02mgμ以下 0．002未満 0．002未満 0．002未満

ジクロロメタン 0．02mgμ以下 0．002未満 0．002未満 0．002未満

シスー1，2一ジクロロエチレン 0．04mg／¢以下 0．004未満 0．004未満 0．004未満

テトラクロロエチレン 0．01mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

1，1，2一トリクロロエタン 0．006mgμ以下 0．0006未満 0．0006未満 0．0006未満
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　　　　　　　　　　團　　　　　　　　　　　　できあがった
　　　　　　　　　　　　水を貯めて、
　　　　　　　　　　　　みなさんのご家庭に
　　　　　　　　　　　　送るところ。

　　　　　　爾
　　　　　　　　き　　　高い場所にあります。

　　　　惑轡　 田
　醸縛　　　　∫・．．

副諺
　　　　4

／
　　　　　　　響　　　　　　　．　　　　　　　㌧r　　　消火栓

　　　　　　　　』　　　　　　　　，
　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，』

配水管　　　　　　　　　ゆ

（暑毅黙難羅∫・）

」囮
図r

いや汚れを取り除き、

毒してきれいで安全な
をイ乍るところ。

水道メーター

（錬禦量を）

千
手
浄
水
場

〃擢『’　　　』　　　　ゆ
曳やプ圧迭講で水を翻争水1

　　　　　　　　　　　　　　水

中
継
ポ
ン
プ
場
　
　
凧

　
　
　
な
る

　
　
　
に
め

　
　
　
元
集
。

　
　
　
の
を
ろ

，
／
　
　
　
道
水
こ

ρ
’
　
　
水
る
と

　
ゆ
　
イ

砂
〃
困
剛
囲
、

／

ヂ
ィ
ひ／

・、

導水管ヘバトンタッチ

ク
ポンプ圧送

團

断
水
し
て
の
工
事
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
断
水
工
事
を
実
施
す
る

場
合
に
は
、
事
前
に
関
係
す
る
み
な
さ

ん
に
お
知
ら
せ
す
る
よ
う
に
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
予
期
せ
ぬ
水
道
管
の

切
断
や
漏
水
の
際
に
は
、
広
報
車
に
よ

る
周
知
に
よ
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
の
普
及
な
ど
、
私
た
ち
の
生

活
環
境
が
快
適
に
な
る
に
つ
れ
て
、
年

々
水
の
需
要
が
増
加
し
て
い
る
今
日
、

断
水
は
直
接
生
活
に
不
便
を
感
じ
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
も
、
水
を
安

定
し
て
お
届
け
す
る
た
め
に
必
要
な
工

事
で
す
の
で
ご
理
解
の
う
え
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
水
道
に
関
す
る
お
間
い
合
わ
せ
は
、

環
境
整
備
課
水
道
係
（
盈
六
八
－
三
一

一
一
内
線
一
〇
二
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

分類 検査項　目 水　質　基　準
検　　査　　結　　果

上　水　道 室島簡水 臼倉簡水
イヒー

学般
物有
質機

トリクロロエチレン 0．03mgμ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

ベンゼン 0．Olmg／尼以一ド 0．001未満 0．001未満 0．001未満

消
毒
副
生
成
物

クロロホルム 0．06㎎μ以下 0，011 0，004 0，009

ジブロモクロロメタン 0．1mgμ以下 0，005 0，004 0，007

ブロモジクロロメタン 0．03㎎μ以下 0，002 0，003 0，005

ブロモホルム 0．09㎎μ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

総トリハロメタン 0．1㎎μ以下 0，018 0，011 0，021

農
　
　
薬

1，3一ジクロロプロペン 0．002mgμ以下 0．0002未満 0．0002未満 0．0002未満

シマジン 0．003mgμ以下 0．0003未満 0．0003未満 0．0003未満

チウラム 0．006mgμ以下 0．0006未満 0．0006未満 0．0006未満

チオベンカルブ 0．02mgμ以下 0．002未満 0．002未満 0．002未満

色

亜鉛 1．0㎎μ以下 0．01未満 0，002 0．29

鉄 0．3㎎μ以下 0．06 0．03未満 0．05

銅 1．Omgμ以下 0．01未満 0．01未満 0．01未満

マンガン 0．05㎎μ以下 0．005未満 0．005未満 0．005未満

味
　
　
覚

ナトリウム 200㎎μ以下 11．0 8．8 18．0

塩素イオン 200mg／¢以下 5．0 7．0 11．0

硬度（カルシウム・マグネシウム等） 300㎎／¢以下 54 35 170

蒸発残留物 500㎎μ以下 150 110 280

有機物（過マンガン酸カリウム消費量） 10㎎μ以下 1．2 0．9 1．4

発泡 陰イオン界面活性剤 0．2㎎μ以下 0．02未満 0．02未満 0．02未満

に
お
い

1，1，1一トリクロロエタン 0．3㎎μ以下 0．001未満 0．001未満 0．001未満

フェノール類 フェノールとして0，005㎎μ以下 0．005未満 0．005未満 0．005未満

基
礎
的
性
状

pH値 5．8以上8．6以下 8．2 6．9 7．5

味 異常でないこと なし なし なし

臭気 異常でないこと なし なし なし

色度 5度以下 2 1 2
濁度 2度以下 0．1未満 0．1未満 0．1未満
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平
成
九
年
は
、
六
月
か
ら
何
回
か
の
台
風
襲
来
が
あ
り
、
そ
の
影
響
を
心
配
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
当
地
域
は
被
害
も
ほ
と
ん
ど
な
く
収
穫
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
自
然
の
恵
み
を
受
け
、
ま
た
、
農
家
の
人
た
ち
の
額
に
汗
し
て
結
ぱ
れ
た
お

米
で
す
。
じ
っ
く
り
と
大
切
に
味
わ
い
た
い
も
の
で
す
。

　
最
近
は
、
食
べ
る
も
の
が
豊
富
に
あ
る
時
代
で
す
。
し
か
し
、
朝
食
抜
き
で
学
校

や
勤
め
に
出
る
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。
朝
は
ご
は
ん
と
み
そ
汁
を
中
心
と
し

た
食
事
で
お
腹
に
グ
ッ
と
力
を
い
れ
て
出
掛
け
ま
し
ょ
う
。
欧
米
人
も
注
目
し
て
い

る
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を
摂
取
で
き
る
「
目
本
型
食
生
活
」
を
改
め
て
考
え
て
み

た
い
も
の
で
す
。

　
中
魚
沼
農
業
改
罠
会
議
生
活
部
会
（
中
魚
沼
郡
市
内
の
各
市
町
村
・
各
J
A
・
中

魚
沼
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
米
の
消
費
拡
大
と
日
本
型
食
生
活
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
米
の
粉
を
使
っ
た
手
作
り
の
お
や
つ
や
郷
士
料
理
の
紹
介
と
￥
消
費
者

か
ら
の
米
へ
の
思
い
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

あんぽ作りに精を出す保坂よねさん

お
米
の
食
べ
方
あ
れ
こ
れ

◆
昔
な
が
ら
の
あ
ん
ぽ

　
　
　
　
保
坂
よ
ね
さ
ん
風

　
津
南
町
大
井
平
の
保
坂
よ
ね
さ
ん
は
、

あ
ん
ぽ
作
り
五
十
年
の
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。

よ
ね
さ
ん
の
作
る
あ
ん
ぽ
は
柔
ら
か
く
、

中
に
入
れ
る
具
も
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し

て
あ
り
ま
す
。
よ
ね
さ
ん
の
あ
ん
ぽ
を

紹
介
し
ま
す
。

　材　料

皮米粉（うるち米の粉7に対しもち米の粉3の割合）…1kg

具　変わり大根菜あん　　　　　　　　　　　　　…5009

辮講1∴、．擁
　　　④油少々とみそで味をつける。

　　　⑤④を20等分に丸める。

～
米
の
粉
を
使
っ
て
5

　
　
　
　
　
　
作
り
方

①
米
の
粉
を
水
で
固
め
に
こ
ね
、
適
当

　
に
ち
ぎ
り
、
蒸
し
器
で
蒸
す
。

②
①
を
も
う
一
度
よ
く
こ
ね
る
。
　
（
も

　
ち
つ
き
機
を
使
っ
て
も
よ
い
）

③
適
量
を
取
り
、
具
を
入
れ
て
丸
め
る
。

④
カ
タ
ク
リ
粉
の
上
に
置
き
、
乾
い
た

　
ら
全
体
に
カ
タ
ク
リ
粉
を
少
々
ま
ぶ

　
す
。

＊
ヨ
モ
ギ
を
入
れ
る
場
合
は
、
つ
き
か

　
え
す
と
き
に
入
れ
る
。
こ
の
と
き
、

　
も
ち
が
さ
め
て
か
ら
入
れ
る
と
ヨ
モ

　
ギ
の
色
が
よ
い
。

◆
手
軽
で
ヘ
ル
シ
ー

　
　
　
米
粉
の
蒸
カ
ス
テ
ラ

　
米
の
粉
と
い
う
と
、
団
子
や
も
ち
菓

子
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

洋
風
の
お
菓
子
も
で
き
ま
す
。
ク
リ
ー

ム
の
フ
ル
ー
ツ
で
飾
っ
て
貴
方
な
り
の

工
夫
を
。
お
や
つ
に
ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
材
　
料

上
新
粉
（
う
る
ち
米
の
粉
）
…
ー
カ
ッ
プ

砂
糖
　
　
　
　
　
　
　
　
…
％
カ
ッ
プ

日りべ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー

サ
ラ
ダ
油

　
　
　
：
●
3
固

　
　
　
　
　
イ

…
小
さ
じ
2
杯

…
大
さ
じ
1
杯

　
　
　
　
　
　
作
り
方

①
上
新
粉
と
べ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
を

　
一
緒
に
ふ
る
う
。

②
卵
は
白
身
と
黄
身
に
分
け
、
臼
身
を

　
つ
の
が
立
つ
く
ら
い
に
泡
立
て
る
。

　
こ
の
と
き
に
、
砂
糖
を
3
回
く
ら
い

　
に
分
け
て
入
れ
る
。
黄
身
も
良
く
か

　
き
混
ぜ
て
お
く
。

③
泡
立
て
た
臼
身
に
黄
身
と
上
新
粉
、

　
サ
ラ
ダ
油
を
さ
っ
く
り
と
混
ぜ
る
。

④
型
に
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
を
敷
き
、
サ
ラ

　
ダ
油
を
塗
る
。

⑤
④
の
中
に
③
の
種
を
流
し
、
湯
気
の

　
立
っ
た
蒸
し
器
に
入
れ
て
1
5
～
2
0
分

　
分
蒸
す
。

＊
好
み
で
レ
ー
ズ
ン
、
ク
ル
ミ
、
さ
い

　
の
目
に
切
っ
た
サ
ツ
マ
芋
、
カ
ボ
チ

　
ャ
な
ど
を
混
ぜ
て
も
お
い
し
い
で
す
。



す
こ
や
か
ボ
ー
ヤ

、盤

グ　　　ヨヘ

o．6

》

◇
消
費
者
の
声
◇

　
川
西
の
米

　
　
　
　
　
宮
城
県
仙
台
市

　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
佳
子
さ
ん

　
昭
和
四
十
二
年
に
千
手
を
出
て
、
早

三
十
年
が
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

の
三
十
年
間
ほ
と
ん
ど
毎
年
、
幸
運
に

も
川
西
の
米
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　
秋
に
な
り
ま
す
と
、
宮
城
県
の
農
家

の
方
が
丹
精
込
め
た
新
米
も
い
た
だ
き

ま
す
。
し
か
し
、
主
人
も
子
供
た
ち
も

す
ぐ
に
「
こ
れ
は
魚
沼
の
米
で
は
な
い
」

と
文
句
を
言
い
ま
す
。
お
弁
当
や
お
に

ぎ
り
を
作
っ
て
持
た
せ
ま
す
の
で
違
い

が
わ
か
る
よ
う
で
す
。
皆
ち
ょ
っ
と
太

め
の
わ
が
家
な
の
で
、
少
し
食
べ
が
悪

い
位
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
米
が
お
い
し
す
ぎ
て
、
や
は
り

我
慢
が
で
き
な
い
よ
う
で
す
。

　
最
近
に
な
っ
て
、
魚
沼
そ
れ
も
川
西

の
お
米
が
日
本
一
だ
と
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
日
本
一
の
お
米

の
で
き
る
故
郷
を
持
っ
て
、
そ
の
お
米

を
食
べ
ら
れ
て
私
た
ち
は
、
何
と
幸
福

者
な
ん
だ
ろ
う
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ

で
す
。

　
こ
の
お
い
し
い
米
を
誇
り
に
持
っ
て

い
つ
ま
で
も
作
っ
て
い
た
だ
き
、
私
た

ち
に
食
べ
さ
せ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
生
産
者
の
声
◇

愛
情
を
か
け
た
分
だ
け

　
お
米
の
お
い
し
さ
が
増
す

　
　
　
　
　
三
領
　
南
雲
隆
三
さ
ん

　
機
械
化
が
進
ん
だ
今
日
で
は
、
十
月

半
ば
と
も
な
る
と
、
川
西
町
の
稲
刈
り

は
ほ
と
ん
ど
終
わ
り
ま
す
。
し
か
し
、

私
の
作
っ
て
い
る
稲
だ
け
が
取
り
残
さ

れ
た
よ
う
に
ぽ
つ
ん
と
は
さ
木
に
か
か

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
米
こ
そ
米
作
り

に
こ
だ
わ
り
続
け
、
有
機
肥
料
や
E
M

ボ
カ
シ
肥
料
を
使
い
天
火
で
自
然
乾
燥

さ
れ
た
、
自
称
「
魚
沼
の
ま
ぼ
ろ
し
の

コ
シ
ヒ
カ
リ
」
な
の
で
す
。
同
種
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
と
玄
米
の
状
態
を
比
べ
て
も

一
粒
一
粒
が
大
き
く
て
つ
や
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
ふ
っ
く
ら
と
炊
き
上
が

り
ま
す
。
ご
飯
を
か
ん
で
い
る
と
、
何

と
も
言
え
な
い
甘
み
が
口
の
中
に
広
が

り
ま
す
。

　
今
で
も
わ
が
家
で
は
、
毎
日
「
も
み

が
ら
か
ま
ど
」
で
ご
飯
を
炊
い
て
い
ま

す
。
こ
の
ご
飯
が
普
及
セ
ン
タ
ー
や
役

場
、
J
A
職
員
に
半
端
じ
ゃ
な
い
ほ
ど

の
人
気
に
な
っ
て
し
ま
匝
ま
し
た
。
「
南

雲
さ
ん
ち
の
ご
飯
が
食
べ
た
い
」
　
「
お

に
ぎ
り
が
食
べ
た
い
」
と
言
っ
て
は
、

昼
ど
き
に
な
る
と
だ
れ
か
が
来
て
い
ま

す
。
　
最
高
に
お
い
し
い
お
米
を
作
る
た
め

に
い
つ
も
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
増

収
す
る
と
味
が
落
ち
る
の
で
、
十
ア
ー

ル
当
り
八
俵
止
ま
り
に
抑
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
朝
・
昼
・
晩
と
日
に
三
回
、

稲
に
話
か
け
な
が
ら
、
孫
子
を
育
て
る

の
と
同
じ
気
持
ち
で
田
ん
ぼ
を
回
り
ま

す
。　
お
米
を
作
る
と
き
も
、
ご
飯
を
炊
く

と
き
も
、
わ
が
家
へ
訪
れ
る
方
に
も
精

一
杯
の
愛
情
を
か
け
る
こ
と
が
、
私
の

生
き
が
い
な
の
で
す
。

機
械
化
が
進
み
、
は
さ
木
で
稲
を

乾
燥
さ
せ
る
風
景
は
、
だ
ん
だ
ん

と
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
作

業
の
一
つ
で
す

暑存じですか田の機能ノ

◆田畑の持つ公益的機能の評価

灘離 ，翠、。 2兆3千億円

，，跳肝億円

’宙廟

ll百億円

，，、即即，，，

’壽慮肖口臼

洪水防止機能

水田で44億トン、畑で9
億トンの貯水能力

水資源洒養機能

河川流況安定化と地下水
供給

土壌浸食・土砂

崩壊防止機能

年問2百万トン以上のエ
ロージョン防止等

土壌浄化機能

生ゴミ等年問2百トンを
処理

農村景観・保健休養機能

農村地域へのトラベルコ

ストで評価

大気浄化機能

NOx、SOxの吸収

　田んぼは、私たちの主食であるお

米を作るという大切な役割を果たし

ています。また、その他に雨や雪を

蓄え、「自然のダムJとして洪水な

どの災害から士地を守る働きをして

います。

　日本中の田んぽでためられる水の

量は、現在の洪水調節用ダムの約三

倍にもなると言われています。また、

地下水を潤し、きれいな水や空気を

作るという環境を守る働きや、収穫

への祈りをこめたお祭りなど、人の

心を和ませる役割も果たしています。

⑦9．11．10



講……………………1………1

滋
野
一
郎
さ
ん
（
野
ロ
）

　
　
　
　
秋
の
叙
勲
で
栄
誉

　
十
一
月
三
日
付
け
で
秋
の
叙
勲
者
が

発
表
さ
れ
、
滋
野
一
郎
さ
ん
（
7
0
歳
）

が
勲
五
等
双
光
旭
日
章
の
栄
誉
を
受
け

200種類ものきのこが持ち寄られました

る
こ
と
が
決
ま
り
、
十
一
月
五
日
、

庁
で
そ
の
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
経
歴
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

県

議
会
議
員
歴
（
十
一
期
・

　
　
　
　
　
　
　
三
十
五
年
二
ヵ
月
）

む
　
　
　
　
　
　
む

B
輿
B
）
橘
村
議
会
議
員

つ
」
　
　
　
　
　
　
3

　
賂
H
じ
川
西
町
議
会
議
員

　
　
　
　
3

　
盤
H
じ
同
藝
副
議
長

5
　
　
　
　
　
　
3

　
鷲
麺
同
議
会
副
議
長

響
抽
）
鯉
業
経
済
常
任
委

響
麺
鯉
木
厚
生
常
任
委

響
む
鯉
業
厚
生
常
任
委

響
む
螺
務
文
教
常
任
委

轡
ゆ
胴
鼓
害
対
策
特

魍
妙
鯉
害
対
策
特
別
委

地
方
公
共
団
体
の
各
種
委
員
歴

燗
H
む
劉
罷
難
籠

贈
面
醜
林
推
進
協
議
会

き
の
こ
の
鑑
別
講
習
会
を
開
催

　
十
月
七
日
、
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
で
、
十
日
町
食
品
衛
生
協
会
主
催
・

川
西
町
分
会
（
柳
田
紀
一
分
会
長
）
共

催
に
よ
る
「
き
の
こ
鑑
別
講
習
会
」
が

実
施
さ
れ
、
郡
市
内
か
ら
お
よ
そ
二
百

人
が
参
加
。
　
「
き
の
こ
」
に
関
す
る
正

し
い
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
散
策
も
か
ね
、
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
の
裏
山
で
き
の
こ
を
採
取
、
昼

食
は
大
鍋
で
作
ら
れ
た
特
製
き
の
こ
汁

に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
が
二
～
三
日
前
に
自
分
で

採
取
し
た
き
の
こ
を
鑑
別
に
持
ち
寄
り
、

日
本
菌
学
会
会
員
の
布
施
公
幹
さ
ん
が

そ
れ
ら
を
手
に
取
り
な
が
ら
、
き
の
こ

の
採
取
方
法
や
毒
き
の
こ
の
見
分
け
方

な
ど
を
説
明
。
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
『
分
か
ら
な
い
き
の
こ
は
保
健
所
へ

持
っ
て
行
き
、
素
人
判
断
を
し
な
い
こ

と
』
が
大
切
で
す
。
き
の
こ
中
毒
に
は

十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

躍
懸

獅
讐
狙
）
翻
麗
灘
籠

ロ
　
　
　
　
フ
ェ

雑
但
H
）
同
会
長

　
　
1
　
　
　
3

盟
麺
懇
行
財
政
調
査

欝
麺
螺
蘇
設
運

欝
麺
魏
業
誘
致
委
員
会

腎
魑
聞
離
済
損
害
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

胴
”
」
同
塞
委
員
会
長

　
　
　
　
－

響
む
翻
年
間
題
協
議

盟
麺
翻
離
業
推
進
協

蕪
、

卵’

繋難

φ｛ひ“ひ“ゆ・瀞φψゆ・ψrひ壷rひ帝φ・ψ◆“ひ罐ゆ・瀞ゆ・ψ◆ψ◆｛ひ・“ゆ・帽IIIり・・網ゆ・“ひ・1噂1堕’・岨lllゆψφ’・ollll。rひ融→』1。IIり』’Illllゆ』噌Ill■φ一1”1’

噂、、一　灘　　擁犠蔽＿瑳第
二
回
町
長
杯

　
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

ぱ

「あおぞら号」で

　　　　防犯講習

あ
お
ぞ
ら
号
の
中
を
見
学
す
る
参
加
者

吉
楽
正
雄

丸
山
　
隆
太

大
久
保
祥
治

庭
野
　
昭
一

田
智
川
正
人

真
霜
　
甲
治

（
神
社
町
）

（
原
田
）

（
＋
日
町
市
）

（
同
右
）

（
三
条
市
）

（
十
日
町
市
）

お
よ
そ
七
十
人
が
日
ご
ろ
の
成
果
を

競
い
合
い
ま
し
た

　
十
月
十
五
日
、
県
警
の
防
犯
広
報

車
「
あ
お
ぞ
ら
号
」
が
上
野
地
区
を

訪
れ
、
お
よ
そ
四
十
人
の
防
犯
協
会

員
や
地
域
住
民
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

セ
ン
タ
ー
で
防
犯
の
心
構
え
な
ど
、

講
話
や
実
例
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、

広
報
車
の
防
犯
装
置
な
ど
を
見
学
し
、

認
識
を
改
め
て
い
る
一
コ
マ
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
　
町
内
の
駐
在
さ
ん
か
ら
、
町
で
も

車
上
狙
い
が
ひ
ん
発
し
て
い
る
こ
と

や
、
悪
質
な
訪
間
販
売
な
ど
の
実
例

　
が
紹
介
さ
れ
、
住
民
に
注
意
を
呼
び

　掛け

て
い
ま
し
た
。
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町卓球協会が

　　　文部大臣表彰

　
十
月
七
日
、
町
卓
球
協
会
（
渡
辺
一
治
郎
会
長
、
会
員

八
十
五
人
）
が
、
文
部
省
の
平
成
九
年
度
社
会
体
育
優
良

団
体
に
選
ば
れ
、
東
京
・
半
蔵
門
の
東
篠
会
館
で
開
か
れ

た
式
典
の
席
上
、
文
部
大
臣
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

協
会
の
き
め
細
か
な
指
導
体
制
と
そ
れ
を
支
え
る
地
域
・

学
校
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
町
卓
球
協
会
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
渡
辺
さ
ん
を
会
長

に
発
足
。
五
十
年
に
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
を
、
五
十
一
年
に

は
マ
マ
さ
ん
ク
ラ
ブ
を
発
足
さ
せ
、
競
技
人
口
の
増
加
に

撰

表
彰
を
受
け
た
渡
辺
会
長

被表彰者のみなさん

努
め
な
が

ら
、
広
範

囲
な
活
動

を
展
開
し

て
い
ま
す
。

五
＋
三
年

に
完
成
し

た
町
総
合

体
育
館
の

完
成
時
に
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
河

野
選
手
ら
を
招
へ
い
し
て
大
き
な
反
響

を
呼
び
ま
し
た
。

　
同
協
会
で
は
、
県
内
で
も
珍
し
い
元

旦
オ
ー
プ
ン
大
会
（
昭
和
六
十
年
か
ら

連
続
し
て
開
催
）
や
、
小
・
中
学
生
の

卓
球
交
流
を
目
的
に
始
め
た
東
京
卓
水

会
卓
球
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
合
宿
、
県
下

ベ
テ
ラ
ン
卓
球
大
会
の
招
へ
い
な
ど
を

実
施
し
て
お
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
時
代

を
先
取
り
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
み
も
あ
っ
て
か
、
小
・

中
学
生
、
O
B
、
O
G
、
一
般
で
の
活

躍
は
目
覚
ま
し
く
、
県
大
会
優
勝
、
全

国
大
会
出
場
、
国
体
、
全
日
本
大
会
出

場
な
ど
、
輝
か
し
い
記
録
を
残
し
て
い

ま
す
。

町
体
育
協
会
が

　
　
　
　
　
体
育
功
労
者
ら
を
表
彰

　
十
月
二
十
六
日
、
総
合
体
育
館
で
、

第
五
回
町
体
育
協
会
交
流
会
・
第
十
八

回
体
育
功
労
者
等
表
彰
式
・
卓
球
協
会

文
部
大
臣
表
彰
伝
達
式
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

★
体
育
功
労
者
章

　
星
名
義
則
（
54
・
学
校
町
・
バ
ス
ケ

　
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
設
立
に
貢
献
、
同

　
会
長
と
し
て
三
十
年
勤
め
、
発
展
に

尽
力
）

★
優
秀
競
技
者
大
章

　
星
名
知
彦
（
31
・
沖
立
・
第
五
十
二

　
回
冬
季
国
体
複
合
六
位
入
賞
）

★
優
秀
競
技
者
章

　
高
橋
剛
（
3
6
・
白
根
市
在
住
・
卓
球
）

　
高
橋
君
子
（
34
・
臼
根
市
在
住
・
卓

　
球
）
神
田
暁
美
（
2
5
・
川
高
教
員
・

　
陸
上
）
小
川
康
男
（
2
3
・
岩
瀬
・
相

　
撲
）
清
水
孝
（
2
1
・
山
野
田
・
陸
上
）

◆ψゆ・覗。ひ州騨rひ｛ひ祠卜ψ◆個飼噂・ψ◆ψゆ・砂◆榊φ祠陣◆ψ◇小ひ“ひψゆ融◆壷｛卜梱圓博ψφ雛ゆψ◇覗

第
十
回
健
康
づ
く
り

　
町
民
つ
な
ひ
き
競
技
会

◆
小
学
校
低
学
年
の
部

一
位
モ
ク
ラ
ク
サ
ブ
ロ
ー

二
位
　
ひ
き
ひ
き
ボ
ン
バ
ー
ズ
A

三
位
　
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ひ
ま
わ
り

同
ひ
き
ひ
き
ボ
ン
バ
ー
ズ
B

◆
小
学
校
高
学
年
の
部

一
位
モ
ク
ラ
ク
タ
ロ
ー

二
位
　
モ
ク
ラ
ク
ジ
ロ
ー

三
位
　
モ
ン
チ
ッ
チ
4
年
ウ
キ
ー

同
　
　
仙
田
の
4
年
生
が
ん
ば
る
ぞ

◆
一
般
の
部

一
位
　
沖
立
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

ニ
位
　
臼
倉
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ー
ズ

三
位
　
仙
田
の
お
父
ち
ゃ
ん
お
母
ち
ゃ

　
　
　
ん
が
ん
ば
る
ぞ
！

　
小
海
基
（
2
0
・
山
野
田
・
陸
上
）

★
奨
励
者
章

【
卓
球
】
　
池
竹
千
津
子
（
1
8
・
原
田
）

村
越
祐
介
（
1
7
・
野
口
）
池
竹
祐
子

（
1
6
・
原
田
）
江
口
優
美
（
1
5
・
朝
日

町
）
山
田
夏
菜
子
（
1
5
・
上
野
）
上
村

純
子
（
1
5
・
上
野
）
五
十
嵐
園
恵
（
1
5
・

野
口
）
清
水
美
香
（
1
5
・
寺
尾
）
柄
澤

麻
美
（
1
5
・
高
原
田
）
五
十
川
真
美

（
1
4
・
沖
立
）
南
雲
理
江
（
1
4
・
四
郎

兼
）
須
藤
明
美
（
1
4
・
野
口
）
南
雲
茜

（
1
4
・
中
屋
敷
）
和
久
井
早
苗
（
1
4
・

木
落
）
藤
田
美
久
（
1
4
・
栄
町
）
岩
坂

英
二
（
1
5
・
野
口
）
清
水
拓
（
1
5
・
上

野
）
高
橋
拓
也
（
1
5
・
原
田
）
大
久
保

守
秀
（
1
5
・
野
口
）
和
久
井
公
太
（
1
5
・

三
位
　
モ
ク
ラ
ク
A

家
族
の
声
援
に
お
く
ら
れ
て
頑

張
る
子
供
た
ち
。
引
く
も
耐
え

る
も
作
戦
の
妙

木
落
）
根
津
英
和
（
1
4
・
朝
日
町
）
戸

田
公
企
（
1
4
・
仁
田
）

【
ス
キ
ー
】
　
片
桐
健
太
（
1
7
・
発
電

所
通
り
西
）
片
桐
康
太
（
1
7
・
発
電
所

通
り
西
）
小
林
優
（
1
7
・
中
仙
田
）
内

山
鉄
平
（
1
7
・
栄
町
）
高
橋
俊
博
（
1
6
・

田
中
町
）
柄
澤
健
太
（
1
5
・
沖
立
）
丸

山
英
明
（
1
5
・
上
野
）

【
テ
ニ
ス
】
　
西
野
有
紀
（
1
7
・
川
高
）

山
田
智
恵
子
（
1
7
・
川
高
）

【
陸
上
】
　
柳
昌
光
（
1
7
・
東
善
寺
）

池
田
尚
子
（
1
6
・
川
高
）
小
野
塚
陽
子

（
1
6
・
川
高
）

【
柔
道
】
　
田
村
貴
成
（
1
0
・
仁
田
）

【
空
手
】
　
保
坂
慎
（
9
・
木
落
）
高

橋
直
一
（
9
・
室
島
）
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灘
齪
灘
獺
め
愚
鯉
蹴
繊
誕
臨
．

十
日
町
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た

　
　
　
、
、
難
リ
ー
ズ
、
皇

　
本
紙
八
月
号
で
、
十
日
町
地
域
ニ
ュ

ー
に
い
が
た
里
創
ブ
ラ
ン
に
つ
い
て
の

簡
単
な
紹
介
を
、
ま
た
、
九
月
号
で
そ

の
墓
と
な
る
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
ブ

ラ
ン
を
進
め
て
い
る
平
山
県
知
事
と
そ

の
整
備
構
想
の
総
合
ブ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

で
あ
る
北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
を
招
い
た
推

進
懇
話
会
の
よ
う
す
を
簡
単
に
紹
介
し

ま
し
た
。

　
今
回
か
ら
シ
リ
ー
ス
で
、
十
日
町
地

域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
ブ
ラ
ン
の
構

想
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

プ
量
ン
①

道
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

構
想
の
目
的

構
想
の
テ
ー
マ

　
社
会
の
様
々
な
局
面
が
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
、
人
間
と
自
然
と
の
か
か
わ

り
方
が
見
つ
め
直
さ
れ
て
い
る
現
在
、

妻
有
郷
は
、
本
来
の
自
然
の
姿
を
色
濃

く
残
し
て
い
る
地
域
で
す
。
縄
文
文
化

を
育
ん
だ
信
濃
川
や
ブ
ナ
林
は
、
今
も

人
々
の
生
活
や
精
神
文
化
の
重
要
な
位

置
を
占
め
、
美
し
い
棚
田
は
千
年
以
上

に
わ
た
り
人
と
自
然
の
か
か
わ
り
の
中

で
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
本
構
想
で
は
そ
の
自
然
を
守
り
育
て

る
と
と
も
に
、
明
日
を
担
う
人
材
を
育

成
し
て
い
く
こ
と
が
今
、
妻
有
郷
に
最

も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
さ

ら
に
は
、
人
類
全
体
の
課
題
に
応
え
る

　
本
構
想
の
目
的
は
、
四
つ
あ
り
ま
す
。

①
地
域
に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
の
醸
成

　
こ
の
地
域
に
あ
る
自
然
、
文
化
、
伝

統
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
魅
力
を
再
発
見

し
、
地
域
に
住
み
続
け
生
き
続
け
る
た

め
の
展
望
と
夢
を
作
り
上
げ
、
地
域
住

民
の
自
信
を
取
り
戻
し
、
地
域
へ
の
愛

着
を
深
め
ま
す
．

②
地
域
の
魅
力
増
進

　
新
た
な
仕
掛
け
や
イ
ベ
ン
ト
の
創
造

に
よ
り
、
地
域
の
持
つ
魅
力
を
よ
り
豊

か
な
も
の
に
し
、
世
界
に
誇
り
う
る
美

し
い
妻
有
の
里
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

③
産
業
振
興

　
①
と
②
を
進
め
る
な
か
で
生
ま
れ
た

人
材
や
魅
力
を
生
か
し
、
地
場
産
業
の

新
た
な
展
開
と
発
展
を
図
り
ま
す
。

④
交
流
人
口
、
定
住
人
口
の
増
加

　
魅
力
の
増
進
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の

人
々
が
地
域
を
訪
れ
る
よ
う
に
す
る
と

同
時
に
、
生
活
へ
の
豊
か
な
実
感
を
も

っ
て
こ
の
地
域
に
住
み
続
け
る
人
々
が

増
え
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

構
想
の
特
色

①
ソ
フ
ト
の
重
視

　
公
共
投
資
に
よ
る
ハ
ー
ド
（
施
設
）

の
整
備
を
主
眼
に
置
く
の
で
は
な
く
、

で
き
あ
が
っ
た
ハ
ー
ド
を
組
み
合
わ
せ

て
何
を
す
る
の
か
、
ハ
ー
ド
を
通
じ
て

ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
し
、
何
を
発

続
徹
鐵
謬
麹
ひ
器
彰
蹄

こ
れ
は
、
地
域
の
活
力
を
維
持
さ
せ
て

い
く
た
め
に
は
、
ハ
ー
ド
よ
り
も
ま
ず

ソ
フ
ト
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考

・
中
里
村
・
松
代
町
・
松
之
山
町
）
と

県
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
有
利
性
が
増
し
、
豊
か
な
資
源
を

無
駄
な
く
各
市
町
村
間
に
配
分
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
異
な
っ
た
歴

史
的
背
景
、
異
な
っ
た
文
化
、
そ
し
て

異
な
っ
た
間
題
点
を
持
つ
六
つ
の
市
町

村
が
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
維
持
し
な
…

霧
鱗
惚
禦
謡

％
5
％

　
　
　
　
税
を
知
る
週
問
で
す

　
　
　
こ
の
週
間
に
合
わ
せ
、
全
国
の
中
学

響
嬬
難
難
魑
蜷
鰹
準

　
ら
一
、
六
一
〇
点
の
応
募
が
あ
り
、
う

　
ち
川
西
中
学
校
か
ら
は
一
七
五
点
が
寄

　
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
標
語
・
作
文
の
入
選
作
品
を
紹
介
し

　
ま
す
。
　
（
敬
称
略
）

　
　
【
標
語
】

灘
関
東
信
越
国
税
局
長
賞
　
優
秀

　
　
税
金
に
　
た
く
す
夢
あ
る
　
明
る
い

　
　
社
会
　
　
　
　
三
年
　
今
井
佳
奈
子

灘
新
灘
税
驚
鰭
会
騨

畢
－
変
蕪
臨
梨
群

の
税
税
金
で

く
り
税
金
を

く
り
税
金
は

く
り
税
金
は

広
め
よ
う

税
金
で

し
〈
佳
作
〉

三織丸二秀一
年江山年美年

　
　
一
年
　
高
津
久
仁
子

笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
都
市
づ

　
　
三
年
　
根
津
　
廼
子

納
め
て
す
み
よ
い
　
町
づ

　
　
一
年
大
久
保
樹

み
ん
な
と
一
緒
に
　
夢
づ

　
　
三
年
　
柄
沢
　
麻
美

国
を
支
え
る
　
力
持
ち

　
　
三
年
　
羽
鳥
　
孝
洋

　
税
の
役
割
　
福
祉
の
輪

　
　
三
年
　
滋
野
　
良
昭

守
る
安
心
　
支
え
る
暮
ら

　
　
二
年
登
坂
春
菜

清
水
綾

野
美
智
子

子
桑
原
瞳

【
作
文
】

町
租
税
教
育
推
進
協
議
会

〈
入
選
〉

「
税
の
大
切
さ
と
大
き
な
力
」

　
　
　
　
　
　
　
三
年
　
五
十
川
亜
紀

「
税
に
つ
い
て
」
三
年
高
橋
　
久
美

〈
佳
作
〉

三
年
　
柳
直
也
　
久
保
田
美
穂
　
須
藤

明
美
　
石
黒
健
太
郎
　
田
畑
結
香

小
熊
祥
子
　
丸
山
和
義
　
星
野

羽
鳥
裕
史
　
川
崎
佳
美

目
黒
　
幸
枝
　
須
藤
早
百
合

裕
美
恵
　
星
名
亜
希
乃
　
上
村

和
久
井
早
苗

和
久
井
公
太
　
滋
野
美
弥
子

　
渡
部
麻
奈
美
　
登
坂
匠
　
茂

　
　
五
十
嵐
絵
理
子
　
田
中
裕

　
　
　
南
雲
理
江
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風
の
が
、
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
と
そ

の
地
域
に
真
の
活
力
を
生
む
契
機
に
な

る
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
発
見

　
本
構
想
の
具
体
的
な
事
業
は
、
様
々

な
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
妻
有
郷
の
現

状
の
徹
底
的
な
調
査
に
よ
っ
て
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
調
査
項
目
は
地
質
、
生
態

系
、
歴
史
、
社
会
構
造
、
産
業
構
造
、

景
観
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
そ
れ

と
並
行
し
て
、
妻
有
郷
八
万
人
の
全
員

参
加
と
全
国
か
ら
の
参
加
に
よ
る
「
妻

有
郷
の
ス
テ
キ
」
を
発
見
し
て
い
く
企

画
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
域
の
独
自
性
の
確
立
や
魅
力
増
進
と

い
う
目
的
の
た
め
に
、
妻
有
郷
の
現
実

を
認
識
し
、
普
段
隠
さ
れ
て
い
る
姿
を

隅
々
ま
で
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る

か
ら
で
す
。

⑤
応
援
団

　
本
構
想
に
は
、
地
域
内
外
、
国
の
内

外
を
間
わ
ず
に
建
築
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
文
化
的
諸
ジ
ャ
ン
ル

や
地
域
環
境
、
生
態
学
、
歴
史
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん環境アートワークショップで招いたスタシスさ

（中央）とパフォーマンスを楽しむ参加者（7・20）

学
術
的
諸
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
多
く
の
専
門

家
に
技
術
的
、
精
神
的
な
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
構
想
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
「
応
援
団
」
は
、
妻
有
郷

と
世
界
と
の
交
流
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
妻
有
を
中
山
間
地
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
広
く
国
の
内
外
に
発
信
し
て

い
く
た
め
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

⑥
お
も
し
ろ
い
イ
ベ
ン
ト

　
恒
常
的
に
実
施
さ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
体
験
教
室
、
講
座
、
三
年
に
一

度
実
施
さ
れ
る
「
大
地
の
芸
術
祭
（
ア

ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
）
な
ど
、
妻
有

郷
の
自
然
の
魅
力
を
十
分
に
生
か
し
た

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
構
想
を
活

性
化
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

妻
有
郷
の
魅
力
を
地
域
内
外
に
宣
伝
し

て
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、

長
期
に
わ
た
る
構
想
に
お
い
て
住
民
の

盛
り
上
が
り
を
持
続
す
る
た
め
の
重
要

な
役
割
を
担
い
ま
す
。

⑦
世
界
に
発
信
す
る
自
然
体
験
型
ふ
れ

　
あ
い
文
化
施
設
（
ス
テ
ー
ジ
）

　
ス
テ
ー
ジ
と
呼
ば
れ
る
体
験
型
の
文

化
施
設
を
各
市
町
村
に
建
設
し
て
い
き

ま
す
。
各
施
設
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を

有
す
る
文
化
的
活
動
の
地
域
で
の
拠
点

と
な
り
、
そ
れ
ら
の
活
動
を
世
界
に
誇

り
う
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
に
ま
で
高
め
発

信
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
自
然
を
体

感
で
き
る
環
境
の
中
で
の
活
動
を
通
じ

て
、
明
日
の
地
域
や
世
界
を
担
う
人
材

を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

①
ア
ー
ト
の
活
用

　
時
代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ
て
い
く

ア
ー
ト
に
は
、
地
域
振
興
に
役
立
つ
い

く
つ
か
の
特
質
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
の
ア
ー
ト
に
は
強
い
発
信
性

が
あ
り
ま
す
。
ω
ア
ー
ト
は
実
際
に
そ

の
場
へ
人
を
引
き
付
け
る
と
い
う
空
間

性
（
現
場
性
）
を
持
っ
て
い
ま
す
。
㈲

ア
ー
ト
に
は
、
も
の
の
普
段
見
過
ご
さ

れ
が
ち
部
分
を
人
々
の
目
の
前
に
引
き

出
す
と
い
う
意
味
で
の
発
見
性
が
あ
り

ま
す
。
本
構
想
で
は
、
こ
れ
ら
の
特
質

を
存
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
各
事
業

に
ア
ー
ト
を
組
み
込
ん
で
い
き
ま
す
。

⑨
既
存
の
地
域
資
源
の
利
用

　
本
構
想
で
は
、
既
存
の
施
設
や
文
化
、

伝
統
の
優
れ
た
点
を
尊
重
し
、
本
構
想

に
よ
り
新
し
く
持
ち
込
ま
れ
る
要
素
と

う
ま
く
連
結
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

既
存
の
も
の
の
魅
力
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
す
で
に
あ
る
施
設
の
活
用

や
体
験
教
室
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
、

様
々
な
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
六
市
町
村
が
抱
え
て
い
る
間
題
は
、

全
国
の
中
山
間
地
域
の
持
つ
共
通
の
間

題
点
で
も
あ
り
ま
す
。
自
然
環
境
の
保

全
と
地
域
文
化
の
継
承
・
発
展
と
い
う

り
組
も
う
と
し
て
い
る
事
柄
は
、
日
本

全
国
や
世
界
全
体
に
通
じ
る
こ
と
だ
と

い
え
ま
す
。
本
構
想
で
は
、
こ
う
い
っ

た
意
味
で
の
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
念

頭
に
置
い
て
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

企
画
振
興
係
（
智
2
7
1
2
6
3
7
）
へ
。

側
面
を
と
っ
て
み
れ
ば
、
本
構
想
が
取
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悼

本
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
連
携
に
よ
る
ー

⑩
世
界
と
の
つ
な
が
り
　
　
　
　
　
　
　
．

蘇
黙
講
響
騨
慧
…

心
身
障
害
者
の
方
は
、

　
　
こ
ん
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
③

〔
そ
の
他
の
制
度
〕

O
N
H
K
放
送
受
信
料
の
免
除

　
　
身
体
障
害
者
の
い
る
低
所
得
世
帯

　
及
び
重
度
精
神
薄
弱
者
の
い
る
町
民

　
税
非
課
税
世
帯
は
、
受
信
料
が
無
料

　
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
世
帯
主
が
視

　
覚
・
聴
覚
障
害
及
び
肢
体
不
自
由
一

　
～
二
級
で
あ
る
世
帯
は
、
受
信
料
が

　
半
額
に
な
り
ま
す
。

○
自
動
車
運
転
免
許
取
得
費
の
補
助

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
一
～
四
級
所
持

　
者
が
、
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得
し

　
た
場
合
、
費
用
の
三
分
の
二
（
限
度

　
額
十
万
円
）
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

○
障
害
者
住
宅
整
備
資
金
利
子
補
給
制

　
度
　
　
心
身
障
害
者
又
は
、
そ
の
世
帯
者

　
が
住
宅
の
増
・
改
築
の
た
め
に
借
入

　
れ
し
た
利
子
分
の
う
ち
、
障
害
者
の

　
た
め
の
増
・
改
築
に
か
か
る
利
子
分

を
補
給
し
ま
す
。

○
生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け

　
　
心
身
障
害
者
の
生
業
及
び
住
宅
の

　
増
・
改
築
な
ど
に
対
し
て
、
低
利
子

　
で
資
金
の
貸
し
付
け
を
し
ま
す
。

　
（
窓
口
”
社
会
福
祉
協
議
会
）

○
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
証
票
の
交
付

　
　
視
覚
障
害
一
～
四
級
、
下
肢
不
自

　
由
一
～
四
級
、
体
幹
不
自
由
一
～
三

　
級
、
内
臓
機
能
障
害
丁
三
級
の
方

　
が
運
転
又
は
同
乗
し
て
使
用
す
る
場

　
合
や
、
精
神
薄
弱
者
が
同
乗
し
て
使

　
用
す
る
場
合
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
（
身
体
障
害
者
は
社
会
福
祉
協
議
会
、

　
精
神
薄
弱
者
は
警
察
が
窓
口
）

※
お
間
い
合
わ
せ
は
そ
れ
ぞ
れ
窓
口
又

　
は
、
役
場
住
民
課
社
会
福
祉
係
（
智

　
68
1
3
1
1
1
・
内
線
2
0
5
）
へ
。

犬
を
飼
養
鞍
難
樋
る
狩
へ

　
最
近
、
十
日
町
保
健
所
管
内
で
犬
に

よ
る
咬
傷
事
故
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
し
な
い

【
係
留
】
①
犬
の
係
留
場
所
は
、
飼
い

主
の
目
の
と
ど
き
、
道
路
又
は
通
路
の

通
行
人
や
来
入
訪
者
に
危
害
が
及
ば
な

い
よ
う
な
場
所
と
す
る
。
②
ロ
ー
プ
、

鎖
、
首
輪
が
す
り
減
っ
た
り
、
壊
れ
た

り
し
て
い
な
い
か
毎
日
点
検
す
る
。

【
散
歩
】
①
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
散

歩
を
す
る
。
引
き
綱
は
短
く
持
ち
、
犬

の
自
由
に
さ
せ
な
い
。
②
咬
み
癖
の
あ

る
犬
の
散
歩
は
、
口
輪
な
ど
を
装
着
す

る
。【
咬
傷
事
故
】

　
事
故
は
民
法
上
の
損
害
賠
償
の
対
象

と
な
り
、
健
康
保
険
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
。
　
補
償
が
つ
い
た
損
害
保
険
に
加
入
し
、

万
一
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。
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平
成
十
年
度

　
　
　
保
育
園
入
園
申
込
受
付
中

◆
受
付
期
限

　
十
一
月
二
十
一
日
（
金
）
ま
で

◆
申
込
み
方
法

　
役
場
住
民
課
並
び
に
各
町
立
保
育
園

に
備
え
付
け
の
「
保
育
所
入
所
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
所
定
の
提
出

先
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
育
園
に
関
す
る
資
料
を
申

込
書
と
一
緒
に
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
書
添
付
書
類

○
病
人
の
場
合
は
「
医
師
の
診
断
書
」

　
証
明
書
等
の
各
用
紙
は
各
保
育
園
及

　
び
役
場
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

◆
注
意
事
項

○
心
身
の
障
害
な
ど
で
団
体
生
活
が
で

　
き
な
い
児
童
は
、
入
園
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
家
庭
内
に
入
園
希
望
児
が
二
人
以
上

　
い
る
と
き
は
、
各
児
童
ご
と
に
申
し

　
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

○
現
在
入
園
中
で
、
引
き
続
き
入
園
を

　
希
望
す
る
児
童
も
申
し
込
み
し
て
く

　
だ
さ
い
。

○
家
庭
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、

　
申
込
書
は
直
接
家
庭
の
方
が
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
課
社
会
福
祉
係
（
智
六
八

　
－
三
一
一
一
　
内
線
二
〇
五
）

◆
募
集
人
員
と
申
込
書
の
提
出
先

施設名 募集人員

千手保育園

就
学
前
児
童

80　人

南原保育園 45　人

上野保育園 45　人

橘保育園 80　人

仙田保育園 30　人

　
申
込
書
は
、
住
民
課
社
会
福
祉
係
ま

た
は
各
町
立
保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

果
一一第21回

町民マラソン大

　
十
月
五
日
、
川
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
発
着
地
点
と
し
て
、
第
二
十
一
回

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
雨
の
降
る
条
件
と
は
な
っ
た
も

の
の
、
お
よ
そ
四
百
人
の
参
加
者
は
、

声
援
を
背
に
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
各

コ
ー
ス
六
位
ま
で
の
方
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。
　
（
敬
称
略
）

◆
A
コ
ー
ス
（
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

○
小
学
校
一
～
三
年
生
男
子

六五四三二一・
位位位位位位

丸高酒根高片
山橋井津橋桐

○
同
女
子

　
一
位
富
井

裕
貴
（
橘
小
三
年
）

裕
一
（
千
手
小
三
年
）

亮
輔
（
上
野
小
三
年
）

貴
仁
（
橘
小
三
年
）

基
輝
（
千
手
小
三
年
）

健
吾
（
橘
小
三
年
）

飛
鳥
（
上
野
小
三
年
）

在翻雨一，罰
山登山小水

香歩里奈絵
（　（　 （　（　（

）年）年年　小雨の中を元気よく走り抜ける小学生低学年の部のようす
　）　　　　　）　）

〇
一
般
男
子

　
一
位
片
桐
正
二
（
上
野
）

◆
B
コ
ー
ス
（
二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

○
小
学
生
四
～
六
年
生
男
子

六五四三二一
位位位位位位

金貴齋山片丸
井田木家桐山

祐
樹
（
橘
小
六
年
）

拓
哉
（
橘
小
六
年
）

真
（
橘
小
五
年
）

和
彦
（
千
手
小
六
年
）

剛
幸
（
千
手
小
六
年
）

洋
介
（
千
手
小
六
年
）

○
同
女
子

　
一
位
平
野
菜
菜
子

　
二
位
　
丸
山
沙
由
美

（
千
手
小
六
年
）

（
千
手
小
六
年
）

三
位
　
丸
山
　
慶
子

四
位
尾
身
彩
佳

五
位
村
越
麻
美

六
位
　
平
野
実
穂
子

○
中
学
生
女
子

（
橘
小
六
年
）

（
千
手
小
六
年
）

（
橘
小
五
年
）

（
千
手
小
四
年
）

六五四三二一
位位位位位位

保数小登五村
坂藤林坂十越
　　加　 川
　　代春亜
歩岬子菜紀恵
（　 （　 （　 （　 （　（

年年年年年年
）　 ）　 ）　 ）　 ）　）

〇
一
般
男
子

　
一
位
高
橋
克
哉
（
千
手
小
教
諭
）

　
二
位
　
太
田
　
　
正
（
中
央
町
）

　
三
位
　
押
木
美
代
治
（
元
町
）

〇
一
般
女
子

　
一
位
　
小
海
貴
代
美
（
神
社
町
）

◆
C
コ
ー
ス
（
四
・
O
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

○
中
学
生
男
子

六五四三二一
位位年位位位

登
坂
　
匠
（
三
年
）

平
野
　
高
行
（
二
年
）

数
藤
　
雅
巳
（
二
年
）

羽
鳥
　
　
渉
（
二
年
）

大
久
保
　
樹
（
一
年
）

大
久
保
　
峻
（
三
年
）

〇
一
般
男
子

六五四三二一
位位位位位位

田目丸高小田
中黒山橋川村

　栄　克　利
昭一勝哉睦一

（
中
島
町
）

（
赤
谷
）

（
千
手
小
教
諭
）

（
根
深
）

（
山
野
田
）

（
発
電
所
通
西
）

〇
一
般
女
子

　
一
位
小
川
め
ぐ
み
（
赤
谷
）
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川
西
町
へ

の
歩
み
⑳

岩
瀬
金
　
子

幸
　
作

荒
瀬
が
仙
田
村
へ

　
東
頚
城
郡
松
代
町
の
大
字
荒
瀬
は
、

渋
海
川
対
岸
の
天
王
（
二
戸
）
を
含
め

た
七
戸
の
集
落
で
、
仙
田
村
の
南
端
に

位
し
、
住
家
は
す
べ
て
仙
田
村
の
小
脇

に
隣
接
し
て
い
た
。
荒
瀬
か
ら
松
代
町

役
場
に
至
る
距
離
は
お
よ
そ
八
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
で
あ
っ
た
が
、
役
場
ま
で
の
道

路
は
冬
季
間
雪
崩
の
危
険
が
あ
り
、
ま

た
、
小
集
落
の
た
め
豪
雪
時
に
は
道
路

が
途
絶
え
て
、
危
険
と
不
便
の
た
め
に

行
政
上
も
不
都
合
の
こ
と
が
多
か
っ
た
。

小
・
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
は
仙
田
村

に
委
託
し
て
教
育
し
、
生
活
必
需
品
の

購
入
や
交
際
関
係
な
ど
日
常
生
活
も
す

べ
て
仙
田
村
に
依
存
し
て
い
る
実
情
に

あ
っ
た
た
め
、
町
村
合
併
促
進
法
の
施

行
を
契
機
に
仙
田
村
に
編
入
し
た
い
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
昭
和
二
十
九
年
の
秋
、
荒
瀬
か
ら
松

代
町
に
対
し
て
そ
の
旨
の
要
望
が
な
さ

れ
、
そ
の
後
し
ば
し
ば
請
願
、
陳
情
が

あ
り
、
同
年
十
二
月
六
日
に
は
仙
田
村

へ
も
合
併
請
願
書
が
提
出
さ
れ
た
。

三
十
一
年
四
月
に
合
併

　
荒
瀬
と
小
脇
は
殿
様
や
県
知
事
が
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ろ

む
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
実
力
者
の
揃
っ
た

集
落
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
荒
瀬
か
ら
要

望
が
あ
っ
て
一
年
余
り
は
両
町
村
と
も

調
査
、
審
議
を
く
り
か
え
し
て
い
た
が

仙
田
村
か
ら
松
代
町
に
交
渉
に
出
か
け

て
か
ら
話
は
急
速
に
進
ん
だ
。
三
十
一

年
二
月
五
日
、
両
町
村
の
議
会
は
町
村

の
境
界
変
更
に
つ
い
て
議
決
し
、
大
字

荒
瀬
、
苧
島
、
桐
山
、
滝
沢
の
一
部
を

東
頚
城
郡
松
代
町
か
ら
中
魚
沼
郡
仙
田

村
へ
編
入
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
県
議

会
の
議
決
を
経
て
同
年
四
月
一
日
に
合

併
し
た
。
松
代
町
の
区
域
の
う
ち
、
仙

田
村
に
編
入
し
た
区
域
は
次
の
と
お
り

現
在
の
小
脇
集
落
H
9
・
9
写

で
あ
っ
た
。

　
松
代
町
大
字
荒
瀬
字
菅
沢
　
字
柳
井

田
嶋
　
字
森
　
字
天
王
　
字
上
嶋
　
字

ハ
ツ
目
瀬
　
字
日
影
　
字
荒
瀬
　
字
原

字
フ
ゲ
ン
堂
　
字
柳
嶋
　
字
牛
ヶ
首

字
下
嶋
　
字
カ
ツ
ラ
平
　
字
荻
原

　
松
代
町
大
字
苧
島
字
ツ
ブ
ガ
池
二
二

六
番
ノ
一
及
ぴ
二
　
字
森
二
二
七
番

　
松
代
町
大
字
片
桐
山
字
日
影
七
四
九

番
字
フ
ゲ
ン
堂
八
三
二
番

　
松
代
町
大
字
滝
沢
字
カ
ツ
ラ
下
一
〇

五
六
番
ノ
一
及
ぴ
二

川
西
郷
の
町
村
合
併

　
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
二
十
六
日
、

中
魚
沼
郡
（
二
十
二
ヵ
町
村
）
の
定
例

町
村
会
が
中
魚
沼
地
方
事
務
所
で
開
か

れ
、
注
目
の
町
村
合
併
を
議
題
と
し
て

協
議
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
各
町
村

ご
と
に
各
階
層
の
代
表
に
よ
る
合
併
問

題
専
門
の
研
究
協
議
会
を
設
置
す
る
こ

と
に
し
た
。
こ
の
日
は
各
町
村
と
も
具

体
的
な
案
が
な
く
、
合
併
促
進
法
に
よ

る
各
種
の
財
政
援
助
の
予
算
措
置
に
関

す
る
疑
点
、
合
併
前
の
財
産
の
管
理
、

合
併
後
に
お
け
る
処
理
方
策
等
が
討
議

さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
こ
の
日
の
会
議
に
、
中
魚
沼
地
方
事

務
所
が
示
し
た
中
魚
沼
郡
に
お
け
る
合

併
構
想
及
び
合
併
構
想
策
定
の
基
準
は

次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
　
合
併
構
想
の
基
準

①
昭
和
二
十
五
年
度
国
勢
調
査
人
口

②
役
場
職
員
数

③
町
村
議
会
議
員
数

④
昭
和
二
十
七
年
度
基
準
財
政
需
要
額

　
合
併
構
想
は
、
川
西
郷
の
関
係
分
の

み
を
掲
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
一
案
「
吉
田
村
、
千
手
町
、
上
野

村
」
、
　
「
下
條
村
、
橘
村
」
、
　
「
岩
沢

村
、
真
人
村
」
、
　
「
仙
田
村
」

　
第
二
案
「
十
日
町
、
川
治
村
、
六
箇

村
、
千
手
町
、
吉
田
村
」
、
　
「
下
條
村
、

上
野
村
、
橘
村
」
、
　
「
岩
沢
村
、
真
人

村
」
、
　
「
仙
田
村
」

　
第
三
案
「
十
日
町
、
中
條
村
、
川
治

村
、
六
箇
村
、
吉
田
村
」
、
　
「
千
手
町
、

上
野
村
」
、
　
「
下
條
村
、
橘
村
」
、

「
岩
沢
村
、
真
人
村
」
、
　
「
仙
田
村
」

　
第
四
案
「
十
日
町
、
六
箇
村
、
川
治

村
、
千
手
町
、
吉
田
村
」
、
　
「
下
條
村
、

上
野
村
、
橘
村
」
、
　
「
岩
沢
村
、
真
人

村
」
、
　
「
仙
田
村
」

正
月
も
返
上
で
協
議

　
こ
の
構
想
が
示
さ
れ
る
と
、
千
手
、

吉
田
、
仙
田
、
真
人
、
橘
、
上
野
の
六

ヵ
町
村
は
川
西
郷
と
し
て
行
政
上
不
可

分
の
関
係
に
あ
っ
た
の
で
、
昭
和
二
十

九
年
の
春
以
来
、
必
然
的
な
間
題
と
し

て
正
月
も
返
上
し
て
研
究
協
議
し
た
。

　
同
年
六
月
か
ら
は
町
村
長
、
議
長
を

主
体
と
し
た
協
議
と
研
究
を
重
ね
、
一

般
住
民
に
対
し
て
は
、
六
ヵ
町
村
と
も

公
民
館
報
や
町
村
広
報
、
集
落
常
会
公

聴
会
等
を
と
お
し
て
広
く
啓
も
う
に
努

め
、
ま
た
住
民
の
意
向
を
聞
い
た
。

　
昭
和
二
十
九
年
一
月
二
日
、
千
手
町

の
首
脳
部
が
上
野
村
を
訪
れ
、
千
手
町

と
上
野
村
と
吉
田
村
の
三
ヵ
町
村
合
併

の
構
想
を
話
し
、
同
調
を
求
め
た
。

　
一
月
五
日
、
上
野
村
で
は
村
議
会
協

議
会
を
開
い
て
千
手
町
か
ら
の
合
併
申

し
出
を
報
告
し
、
村
の
態
度
を
協
議
し

た
。
こ
の
席
上
、
大
正
期
に
橘
村
と
の

合
併
交
渉
の
あ
っ
た
経
緯
か
ら
し
て
、

橘
村
も
加
え
た
合
併
論
が
強
く
叫
ば
れ

結
局
、
上
野
村
と
し
て
は
、
千
手
町
及

び
橘
村
へ
合
併
の
申
し
出
を
す
る
こ
と

に
決
定
し
、
同
月
七
日
は
橘
村
へ
、
翌

八
日
に
は
千
手
町
へ
そ
れ
ぞ
れ
合
併
の

申
し
入
れ
を
し
て
同
調
を
求
め
た
。

　
一
月
八
日
、
橘
村
で
は
村
議
会
協
議

会
で
合
併
問
題
を
研
究
し
た
。
そ
の
結

果
、
川
西
一
本
の
大
同
合
併
に
意
見
が

一
致
し
た
。
な
お
、
橘
村
で
は
合
併
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
が
、
川

西
六
ヵ
町
村
の
合
併
を
希
望
す
る
者
が

多
数
を
占
め
て
い
た
。

　
一
月
二
十
八
日
、
真
人
村
か
ら
橘
村

へ
、
両
村
の
合
併
に
つ
い
て
文
書
を
も

っ
て
強
い
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
。

　
三
月
二
十
日
、
川
西
六
力
町
村
の
首

脳
部
が
千
手
町
役
場
に
集
ま
り
、
合
併

に
関
し
審
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
月
末

ま
で
に
各
町
村
と
も
態
度
を
決
定
し
、

四
月
初
旬
に
開
く
予
定
の
第
二
回
会
議

に
持
ち
寄
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
日

各
町
村
の
首
長
、
議
会
議
長
等
は
す
で

に
腹
案
を
も
っ
て
会
議
に
臨
ん
だ
が
、

い
ず
れ
も
他
町
村
の
出
方
か
ら
真
意
を

推
察
す
る
に
と
ど
ま
り
、
積
極
的
な
発

言
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
日
の
会

議
の
内
容
は
次
号
で
紹
介
し
た
い
。

　
引
用
　
「
新
潟
県
市
町
村
合
併
誌
」
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『
妻
有
郷
8
万
人
ス
テ
キ
発
見
』
事
業
の

　
　
　
　
　
　
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す

　
十
日
町
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
　
　
3
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

プ
ラ
ン
・
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
　
　
　
こ
の
企
画
を
考
え
る
ス
タ
ッ
フ
を
公

想
で
は
、
　
『
妻
有
郷
8
万
人
ス
テ
キ
発
　
　
募
い
た
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご

見
』
と
い
う
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
計
画
　
　
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
十
日
町
地
域
　
　
★
募
集
人
員
　
各
市
町
村
　
若
干
人

広
域
圏
8
万
人
全
員
と
圏
域
外
の
人
々
　
　
★
応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も
応
募
可

で
「
妻
有
の
ス
テ
キ
」
を
発
見
し
、
こ
　
　
★
締
め
切
り
　
1
1
月
2
5
日

れ
を
国
の
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
　
　
★
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

す
る
も
の
で
、
平
成
1
0
年
4
月
～
n
年
　
　
　
　
　
役
場
開
発
課
　
6

8
1
3
1
1
1

繊
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
続
　
　
◎
　
　
鰯
　
　
◎
　
　
鶴
　
　
◎
　
　
鶴
　
　
繊
　
　
鶴
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
繊
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎

り
＠
り
嚢
　
　
　
　
　
嚢

戸
籍
の
窓
か
ら

葛
彦
き

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

貝
瀬
み
な
み

知
桐

星
名

稲
田

し
ょ
ヤ
つ
翔

わ
た
る
渉ま

き蒔

　
禎
ゆ
か
り

　
成

祐英貴隆祐

子夫子昭子
発
電
所
通
西

中
島
町

伊
　
　
友

学
校
町

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

　　　星山田中
名口山村

幸博圭

子永子淳

木仁十坪
　　日
島田町山
か　市
ら　 か

　　ら

（
高
橋
京
子
野
口

小
野
塚
　
祐
　
介
　
田
中
町
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

上小斉田登滋高
村海木畑坂野橋

和
夫
5
0

サ
ダ
6
7

元
春
7
0

正
作
7
6

利
栄
8
7

大
成
8
8

ハ
ツ
91
ハ　 ノヘ　 ノヘ　 ハ　 ハ　 ノヘ　ハ
謙道幸陽元定和

吉弘威一春良夫
）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　）

上寺小赤岩野伊

野尾脇谷瀬口友

（
1
0
月
1
日
か
ら
31
日
届
け
出
分
）

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　
燃
え
な
い
こ
み
の
出
し
方

　
燃
え
な
い
ご
み
を
収
集
運
搬
中
に
、

収
集
車
か
ら
火
災
が
発
生
す
る
と
い
う

事
故
が
起
き
ま
し
た
。
火
災
の
原
因
は
、

自
動
点
火
装
置
付
き
の
器
具
類
に
電
池

や
油
が
残
っ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
ま

す
。
幸
い
、
大
き
な
事
故
に
な
ら
な
か

っ
た
も
の
の
、
一
つ
ま
ち
が
え
ば
大
変

な
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
寒
い
時
期
に
向
か
い
、
新

し
い
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
取
り
換
え
、

古
い
ス
ト
ー
ブ
を
ご
み
に
出
す
家
庭
が

多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
ご
み
収

集
業
務
の
安
全
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
瞬
間
湯
沸
か
し
器

　
な
ど
の
自
動
点
火
装
置
付
き
の
器
具

　
は
、
必
ず
電
池
を
取
り
外
し
、
石
油

　
は
完
全
に
抜
き
取
っ
て
か
ら
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

②
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
は
、

　
必
ず
穴
を
開
け
て
か
ら
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

③
使
用
後
の
豆
炭
は
、
完
全
に
火
が
消

　
え
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
て
か
ら
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
川
西
町
衛

　
生
施
設
組
合
（
智
52
1
3
9
2
4
）

　
へ
。

体
験
し
ま
せ
ん
か
／
ブ
ナ
の
植
林

森
林
体
験
学
習
（
教
室
）

植
林
体
験

昼
食
交
流
会

森
林
体
験
教

室閉
会

9．11．10⑭

街
路
灯
を
寄
贈

　
町
で
は
、
中
屋
敷
地
内
（
干
手
角
万

寺
ス
キ
ー
場
北
側
付
近
）
の
町
有
地
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、
町
の
木
ブ
ナ
の
苗
木

を
植
林
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
の
働
き
や
造
林
の
必
要

性
な
ど
を
学
ぶ
森
林
体
験
教
室
を
開
き

ま
す
。
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
n
月
1
5
日
出

　
　
　
　
　
　
　
0
　
・
　
0
　
　
　
4
　
・
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
－
　
・
　
0
　
　
1
　
・
0

■
と
こ
ろ
　
二
六
公
園
及
び

　
　
　
　
　
　
ブ
ナ
の
植
林
計
画
地

　
（
開
会
時
間
ま
で
に
、
二
六
公
園
に

　
　
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
雨
天
の
場

　
　
合
は
、
角
万
寺
ス
キ
i
場
管
理
棟
）

■
日
程
1
0
“
0
0
～
開
会

121110
●　　●　　　　　●　　●　　　　　o　　●

303030
～　～　～

14
”
0
0

　
　
　
　
　
醗
雛
灘
慧
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
離

　
　
　
　
　
　
、
翻
醗

み
な
さ
ん
も
植
林
の
体
験
を
し
て
み
ま
し
ょ
う

　
十
月
二
十
日
、
東
北
電
力
㈱
十
日
町

営
業
所
（
齊
藤
弘
所
長
）
か
ら
、
町
の

た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
、
街
路
灯
九
灯
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し

た
。
七
町
内
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

斉
藤
所
長
（
左
）
か
ら
目
録
を
手
渡

さ
れ
る
大
平
助
役



墓
目

意　
（
敬
称
略
）

教
育
に

　
丸
山
　
　
禮
（
東
善
寺
）
十
万
円

福
祉
に

　
斎
木
幸
威
（
小
脇
）
五
万
円

　
上
村
謙
吉
（
上
野
）
三
万
円

広
報
発
行
に

　
斎
喜
　
易
（
調
布
市
）
二
万
円

　
　
表
紙
の
写
真

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
火
災

予
防
や
防
災
教
育
を
目
的
に
、
幼
・
少

年
か
ら
楽
し
み
な
が
ら
防
災
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
消
防

ひ
ろ
ば
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
川
西
町
が
当
番
に
当
た
り
、

十
月
十
五
日
、
川
西
中
学
校
で
、
ミ
ニ

消
防
車
運
転
コ
ー
ナ
ー
、
は
し
ご
車
試

乗
コ
ー
ナ
ー
、
ち
び
っ
子
救
助
隊
コ
ー

ナ
ー
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　
平
成
八
年
（
一
月
一
日
～
十
二
月
三

十
一
日
）
町
で
発
生
し
た
火
災
の
件
数

は
九
件
（
う
ち
住
宅
火
災
四
件
）
で
し

た
。
九
年
は
十
月
末
日
現
在
で
五
件
（
う

ち
住
宅
一
件
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
、
火
を
扱
う
こ

と
が
多
く
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

油
断
や
不
注
意
か
ら
火
災
を
引
き
起
こ

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
が
「
火

の
用
心
」
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小
わ
琶

　
　
鱒
項

　
　
高
崎
正
風
選

公
園
の
ベ
ン
チ
に
上
着
ぬ
ぐ
小
春

艶
や
か
に
野
菜
息
づ
く
小
春
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
村
越
由
喜

美
し
く
実
り
し
稲
を
夫
と
刈
る

庭
先
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
し
落
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
根
深
丸
山
朝
子

泥
の
手
を
下
げ
て
休
み
ぬ
く
わ
い
掘
り

日
向
よ
り
色
づ
き
初
め
し
大
い
ち
ょ
う

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

酒
酌
ん
で
仲
間
同
志
や
菊
談
義

秋
桜
倒
れ
て
お
り
て
咲
き
つ
づ
く

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

わ
が
庭
の
お
く
れ
茗
荷
の
五
つ
六
つ

月
下
美
人
に
手
を
添
へ
共
に
写
さ
る
・

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

食
べ
る
よ
り
取
る
楽
し
み
の
き
の
こ
か
な

心
地
良
く
間
引
く
野
菜
や
天
高
し

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

山
川
の
に
わ
か
に
淋
し
神
無
月

凧
に
老
も
無
口
に
も
ど
り
け
り

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

ほ
ろ
に
が
き
銀
座
の
コ
ー
ヒ
ー
柳
散
る

お
み
く
じ
の
大
吉
む
す
ぶ
秋
日
濃
し

　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

紅
葉
狩
芝
居
饅
頭
お
み
や
げ
に

上
棟
の
餅
華
や
か
に
天
高
し

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

大
い
な
る
人
大
い
な
る
秋
日
か
な

　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

●休日救急医

11月16日庭野医院（寿町

　　　a　52－2711

23日田中外科医院（田中町

　　　費　52－2403

〃　津南病院（津南町

　a　65－3161

秋
天
に
謝
し
て
卒
寿
の
句
碑
除
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

穫
れ
秋
の
喜
び
綴
る
農
日
記

素
朴
な
る
山
の
暮
し
の
茸
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

う
ろ
こ
雲
空
に
大
魚
の
い
る
如
く

秋
の
日
の
つ
る
べ
落
し
に
牛
芽
堀
る

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

苔
む
せ
し
庚
申
塚
に
彼
岸
花

コ
ス
モ
ス
を
髪
に
一
輪
笑
み
交
す

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

爽
や
か
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
て
今
朝
の
妻

冷
や
か
や
昨
夜
洗
ひ
し
農
機
の
刃

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

紅
葉
山
縫
ふ
て
観
光
バ
ス
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

新
米
の
香
り
に
座
し
て
老
ひ
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

秋
と
ん
ぼ
は
ね
震
わ
せ
て
止
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

出
品
に
そ
な
え
し
菊
の
手
入
れ
か
な

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

稲
架
竹
を
立
木
に
く
く
り
つ
け
し
ま
・

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
舟

や
わ
ら
か
く
雲
曳
く
空
や
秋
高
し

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

秋
の
草
そ
れ
ぞ
れ
風
を
頒
ち
合
い

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

秋
深
し
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
實
は
赤
く

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
旭
昇

虫
の
音
に
蒜
な
き
日
々
万
歩
計

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

24日池田医院（本町西

　　a　52－2581

30日川西町診療所（高原田

　　　盈　68－2034

12月7日長山医院（津南町

　　　a　66－2877

〃上村病院（中里村

　a　63－2111

放
置
で
き
な
い
糖
尿
病

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
一
か
月
半
と
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
健
康
の
チ
ェ
ッ

ク
は
済
ま
さ
れ
ま
し
た
か
。
町
で
実
施

し
た
住
民
健
診
の
結
果
は
す
で
に
出
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
糖
尿
病
に
つ

い
て
取
り
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
糖
尿
病
は
、
全
国
で
二
〇
〇
万
人
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
住
民
健

診
受
診
者
の
う
ち
、
一
四
・
六
パ
ー
セ

ン
ト
が
糖
尿
病
の
疑
い
あ
り
と
判
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
近
隣
市
町

村
と
比
べ
か
な
り
高
い
数
で
す
。
ま
た
、

後
日
の
糖
尿
病
検
診
で
は
、
七
十
人
中

十
人
が
異
常
あ
り
、
そ
の
う
ち
七
人
が

糖
尿
病
と
の
判
定
で
し
た
。

　
糖
尿
病
は
、
す
い
臓
か
ら
分
泌
さ
れ

る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
作

用
が
不
足
し
て
起
こ
り
ま
す
。
イ
ン
ス

リ
ン
の
働
き
が
悪
く
な
る
と
血
液
中
の

糖
分
（
血
糖
）
が
異
常
に
高
く
な
り
、

こ
の
状
態
を
放
置
し
て
い
る
と
全
身
の

血
管
に
障
害
が
起
き
や
す
く
、
目
や
賢

臓
の
障
害
は
代
表
的
な
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒

レ
ス
な
ど
の
蓄
が
関
係
し
享
・
で
溜

す
か
ら
・
糖
尿
病
を
予
防
し
・
ま
た
・
幽

治
療
し
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
の
要
因
聡

を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
妻
に
な
り
躍

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
定
期
的
に
検
査
を
爾
魎

の
素
質
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
発
病
す
る
の
に
は
素
質
だ
け
で
な

く
、
過
食
、
運
動
不
足
、
肥
満
、
ス
ト

の
人
を
対
象
に
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（
糖

尿
病
コ
ー
ス
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

食
事
療
法
を
中
心
に
運
動
療
法
や
糖
尿

病
に
つ
い
て
の
知
識
を
勉
強
し
て
い
き

ま
す
。
糖
尿
病
に
つ
い
て
は
、
主
治
医

は
自
分
自
身
と
言
っ
て
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
「
糖
尿
病
の
気
が
あ
る
と
言

わ
れ
た
け
ど
、
ど
う
気
を
つ
け
て
い
い

か
わ
か
ら
な
い
。
」
と
い
う
方
は
教
室

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、

保
健
婦
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

す
。
ま
た
、
大
き
い
血
管
で
も

動
脈
硬
化
が
起
き
や
す
く
、
脳

卒
中
や
心
筋
こ
う
そ
く
と
い
っ

た
病
気
の
引
き
金
に
も
な
り
ま

す
。　
糖
尿
病
の
原
因
と
し
て
は
、

生
ま
れ
つ
き
の
素
質
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
血
縁
者
に

糖
尿
病
の
人
が
い
る
場
合
、
そ

　　　●糖尿病の有病率
（件）　　　（1000人当たり繰越件
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ご
利
用
く
だ
さ
い
観
光
年
賀
は
が
き

　
町
で
は
、
今
年
も
観
光
宣
伝
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
に
ち
な
ん
だ
も
の

や
名
所
を
年
賀
状
に
刷
り
込
み
ま
す
。

　
年
賀
状
は
、
町
内
の
郵
便
局
と
販
売
所
で
購
入
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
　
（
ハ
ガ
キ
に
刷
り
込
む
大
き
さ
は
、
お
お
む
ね
5
・
5
㎝
×
3
・

8
㎝
で
、
こ
の
写
真
は
実
寸
と
は
異
な
り
ま
す
）

※
平
成
1
0
年
2
月
2
日
か
ら
郵
便
番
号
が
7
ケ
タ
に
な
り
ま
す
。
今
年
の
年

　
賀
は
が
き
の
差
出
人
の
住
所
に
は
、
新
郵
便
番
号
（
7
ケ
タ
）
を
お
書
き

　
い
た
だ
く
と
便
利
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

灘

山里の春（川西町越ケ沢）

膨
勺
～
15
は

　
秋
の
火
災
予
防
運
動

　
11
月
9
日
か
ら
1
5
日
ま
で
の
7
日
間
、

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
て
い
ま％千手地内で起きた火災

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

す
。
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
、
次
の
火
の
用
心
7
つ

の
ポ
イ
ン
ト
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

●
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い
。
●
子
供
に
は
、
マ
ッ
チ
や

ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。
●
風
の
強

い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。
●
天

ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離

れ
な
い
。
●
家
の
周
り
に
、
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。
●
風
呂
の
空
だ

き
を
し
な
い
。
●
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃

え
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。
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▲「今、伝えたいこと」

　6年生和久井香織さん

レ
「
塔
を
つ
く
る
友
だ
ち
」

　
3
年
生
田
ロ
　
航
く
ん▲「太陽接近」

　5年生山田貴顕くん

　馨墾塗

〉
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
た
の
し
か
っ
た
よ
」

1
年
生
や
ま
ざ
き
か
ず
み
さ
ん

》
「
海
ガ
メ
ゴ
ン
グ
の

　
　
　
　
　
ぼ
う
け
ん
」

　
4
年
生
中
村
琴
美
さ
ん

〈
橘
小
学
校
Y
ー

▲「あそんでいる白鳥」

　2年生丸山理加さん

》
「
3
人
で
作
る
工
作
」

　
3
年
生
小
幡
裕
美
さ
ん

9・11・1・⑱

》
「
マ
イ
エ
プ
ロ
ン
」

　
6
年
生
村
越
美
香
さ
ん

（
12
月
号
は
都
合
に
よ
り
ち
い
さ
な
展
覧
会
は
休
み
ま
す
）


